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対側副腎へ転移 した腎細胞癌の1例

金沢医科大学泌尿器科学教室(主 任:津 川龍三教授)

宮 澤 克人,芝 延行,池 田 龍 介

鈴木 孝 治,津 川 龍三

公立能登総合病院泌尿器科(部 長:川 口光平)

三原 信 也,川 口 光平
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   A case of contralateral adrenal metastasis of renal cell carcinoma is reported. The patient 
was a 54-year-old male, who underwent a right radical transperitoneal nephrectomy for renal cell 
carcinoma, and had been administered interferon alpha intramuscularly. Nine months after the 
operation computerized tomography revealed the presence of an adrenal mass on the left side, 
undetected at nephrectomy, which suggested that the renal cell carcinoma had metastasized. A left 
adrenalectomy was performed. Histologically, the mass was identical to metastasis of renal cell 
carcinoma. The patient was administered supplementary hydrocortisone and was well 3 months 
after the adrenalectomy with no evidence of recurrence or other metastasis This is the 24th case 
of contralateral adrenal metastasis of renal cell carcinoma in the Japanese literature. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 155-157, 1993) 
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緒 言

腎細胞癌の副腎転移は剖検上稀 では ないが,臨 床例

での報告 は多 くない.わ れわれは術後9カ 月の経過で

対側副腎転移を生 じた1例 を経験 した ので本邦報告例

を集計 し文献的考察を加え報告す る.

症 例

患者:54歳,男 性

主訴=左 副腎腫瘍

家族歴 ・既往歴:特 記すべ きことな し

現病歴:平 成3年3月 上旬に右側腹部痛を認め近 医

を受診,CTス キ ャンの画像 よ り右 腎腫瘍を指摘 され

公立能登総合病院に紹 介され,平 成3年5月14日 右 腎

細胞癌 の診断で公立 能登総合病院において経腹膜的根

治的腎摘除術 を施 行 された,病 理 組 織 学 的 診 断 は

Renalcellcarcinoma,papillarytype ,granular

cell>clearcell,G2,pT3,pVO,pN2で あ った .

術 後IFN一 α に よ る 補 助 療 法中 の平 成4年2月14日,

手 術 前 に は認 め られ なか った 左 副 腎腫 瘍 をCTス キ

ャ ンに て指 摘 され,精 査 お よび 手 術 目的 で 当科 に 転 院

とな った.

入 院時 現 症:体 格 中等,栄 養 良 好,腹 部 に正 中 切 開

の 創痕 を認 め る以外 は特 記 す べ き理 学 的所 見 を認 め な

い.血 圧:120/70mmHg.

検 査 成績:血 液;末 梢血 お よび,血 液 生化 学 検 査 で

IAP709μg/m1以 外 内分 泌 学 的 検 査 を 含 め異 常 は 認

め ない.尿 検 査;検 尿 一般,沈 渣 異 常 な く,尿 生

化 学 に は 内分 泌 尿 的 異 常 を認 めな い.

画 像 診 断:CTス キ ャ ソで は左 副 腎 の腫 大 を認 め た

(Fig・1)・MRIで はTI強 調 像 で 肝 臓 よ りや や10w

signalintensity,T2強 調 像 で肝 臓 よ りや やhigh
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s三gnalintensityを 呈する直径約lcmの 腫瘤 を認め

た.13il-adosterol副 腎 シンチ グラフ ィーでは右 副腎

は描出されず,左 副腎 の異常集積 は認めなかった,以

上の所見か ら原発性無機能性副腎腺腫や副腎癌 も否定

はできない ものの右腎細胞癌の左側腎転移を強 く疑い

平成4年5月8日 全身麻酔下に腰部斜切開にて左副腎

摘除術を施行 した.

手術 ・摘出標本所見:副 腎は周囲組織 との癒着は認

めなか った.摘 出標本は4×3,5×L5cm,16gで 黄

白色の境界明瞭な結節性の腫瘍を認めた.

病理組織学的所見:副 腎皮質か ら髄質に おもにtu-

bular,alveolarな 配列を示す腫瘍細胞 を認め,そ の

形態はRenalcellcarcinomaに 類似 してお り腎細胞

癌副腎転移 と診断 された(Fig.2).

Fig・2.
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さ らに ホル マ リ ン固 定 パ ラ フ ィ ン包 埋 ブ ロ ッ ク を

microtomeを 用 い て30μmに 薄 切 しHedleyらDの

方 法 に 準 じ検体 調 整 を 行 いVinde1φvら2),Schutte

ら3)の方 法 に 準 じ核DNA量 測定 を 行 った結 果,腎,

副 腎共 にaneuploidpatternを 示 した(Fig.3).

術 後 経 過;術 当 日よ りハ イ ドロ コー チ ゾ ンに よ る

replacementtherapyを 行 い,経 過 良好 で 術 後25日

目に 退 院 した 。

考 察

腎細胞癌は一般 に悪性度が高 く転移 しやすい腫瘍 と

考え られ てお りその部位はSaitohら4)の 剖検集計に

よると肺が最 も多 く(75.6%),つ いで リンパ節(63.6

%),骨(42.6%),肝(40.7%)の1頂 で同側 副腎転

移 は19、1%,対 側副腎転移 は11.5%に み られ副腎は

肝についで5番 目に転移の多い組織 とな る.そ の理 由

としてZornozaら5)は 副腎の単 位重量 あた りの血流

量が多いことや血管構造がs五nusoid構 造 であること

を挙げている.し か し,臨 床的に腎細胞癌の副腎転移

が認 め られ ることは比較的稀 であ り里見は6)O .6%と

報告 して いる.本 邦 におけ る報告では1972年 の斯波7)

以来,検 索 しえたか ぎ りでは 自験例を含め28例 であ

り,こ の うち両側転移を含めて対側に転移 を認 めた も

のは24例 であ る.年 齢 は45歳 か ら77歳(平 均61 ,7歳),

男女比は男性22例,女 性6例 と男性 に多 い.原 発側 と

転移側に関 しては右腎 よ り左副腎へ転移す るものが多

い.診 断方法 としては初期には血管造 影がおもであ っ

たがCTス キャ ンが普 及 した1980年 以降の報告が多

くCTス キ ャンが最 も有用 と思われ るが,超 音波や

MRIが ス クリーニソグや鑑別診断に有用で あ るとさ
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を念頭においた画像診 断に よる早期発見 の重要性を述

べた.

本論文の要旨は第356回B本 泌尿器科学会北陸地会方にて

発表した.
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F五g.3.DNAhlstogramsfromrenalcellcarci-

nomaandmetastaticadrenalcarcinoma.

Theywerecategorizedasaneuploidpat-

tern.

れる8・9).しか し,原 発性無機能性 副腎皮質腺腫 や副

腎癌,あ るいは褐色細胞腫な どとの鑑別が困難な場 合

も少な くない.治 療法 はTNFl例,不 明1例 以外

はすべて手術が施行 されてい る.腎 摘除術前に対側 副

腎に転移を認 めた場合患側副腎を温存 させ るか否かに

ついてRobeyらle)はstageの 異 なる52例 の 腎細胞

癌につ いて患側副腎摘 出の如何にかかわ らず5年 生存

率 と9年 生存率に有意差がみ られなかった とし,機 能

温存 の意味か らも患側副腎温存を唱えている.ま た,

黒住 ら11)は同側 副腎へ の 浸潤 転移に関 してはgrade

との相関はみ られず,上 極 よ り発生 した進展度の高い

ものに多 く,上 極 よ りの腎癌 の場合は副腎摘除は意義

があるが,そ の他の場合には必ず しも摘除す る必要性

は少ない としてお り対側副腎転移が存 在す る場合の同

側副腎の処理についてはstage,gradeだ けでな く腫

瘍 の占拠部位 も考慮す る必要があ ると思われ る.予 後

は4年2ヵ 月生存 の報告12)もあ り,孤 立性転移で外科

的手術可能例では手術 によ り延命効果が期 待できるよ

うであ る.Willisは 且3)転移性副腎腫瘍 は両側 の場合

でも副腎機能の低下 に よる症状を示す ことはほとん ど

ない と報告 してお り副腎転移が比較的 高頻度に起 こ り

うることを念頭 において画像診断に よる早期発見に努

め ることが必要 と考え られ る.

結 語

54歳 男性の腎細胞癌対側副腎転移 を報告 し,本 邦 報

告例の集計 と文献的考察を行い術前,術 後に手術適応
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